
 

 

今回は、横断図作成アプリ（CrossSection）と

堆砂量計算アプリ（SedimentStorage）のバージ

ョンアップの報告です。 

① CrossSection のバージョンアップ 

DEM から横断図を作成する際は、QGIS を用い

て中心線を検討し、測点間隔、横断幅を設定して

出力を行います。この時、検討した中心線を CAD

データとして活用する場合は、QGIS から DXF

ファイルをエクスポートして利用していました。

これでも、作業は可能なのですが、横断測線を

QGIS で作図するのが面倒なので、中心線、測点

のみの出力でした。これに対して、プログラム内

では横断図データとして測線の座標データを保

持していたので、DXF ファイルとして線形図を直

接出力できるように変更しました（図-1 上）。 

② SedimentStorage のバージョンアップ 

計算堆砂量は、CrossSection の横断図データを

用いて、堆砂ラインを設定し断面積を計測、区間

距離を乗じて算出しています。出力データの一つ

として、DXF 形式の堆砂横断図を出力しておりま

したが、中洲のような地形が存在する場合に、この堆

砂ラインが合計堆砂幅に対して 1 本しか書けなかった

ために、堆砂ラインが地面の下に潜ったような作図に

なっていました。これを、一つの横断図に対して複数

の堆砂ラインを引けるように改善しました（図-1 下）。

また、平面図に堆砂影響ラインを引く際の参考とする

ために、横断図と堆砂ラインの交点の平面直角座標を

テキスト形式にて出力しました。 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

秋風の候 

 暑さも和らぎ、虫の鳴き声が心地よい季節となりまし

た。皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか？ 

4 月からアプリの開発を集中して行ってきたので、今年

は一区切りとしようと考えています。残りの期間で新し

いアプリの開発構想やウェブサイトのメニュー追加な 

ど、プログラミング以外の整備を

行っていきたいと考えています。

今後ともどうぞよろしくお願い

します。 
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図－1  アプリのバージョンアップによる出力例 

CrossSection 

DXF 形式の線形図の出力例 

SedimentStorage 

堆砂ラインの作図例 

バージョンアップ前 
単純だけど難
しそうだな??? 

一般図作成アプリのリリース決定!! 
前号でご紹介した一般図作成アプリは、3D データの

出力（+1）と概算工事費の算出機能（+1）を追加して

StracturalDrawing++として、9 月中にリリースします。 

概算工事費の項目は、コンクリート、コンクリート

型枠、護床工、護岸工、鋼製スリットの 5 項目のみで

す。この項目だけでも、条件によっては比較検討に使

用可能と思われます。土工量や法面工の数量や工事費

の算出は、今後のバージョンアップにより対応してい

きたいと考えています。 
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